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三

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
財
物
性
と
詐
欺
罪

四

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
引
出
行
為
と
窃
盗
罪

一
�
下
級
審
判
例
の
動
向

二
�
詐
欺
一
罪
説
の
検
討

五

詐
欺
罪
と
窃
盗
罪
の
罪
数
関
係

六

む
す
び
に
か
え
て

一

は
じ
め
に

近
年
、
消
費
者
金
融
に
お
い
て
は
、
無
人
契
約
機
に
よ
っ
て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
現
金
自
動
入
出

機

(

以
下

｢

Ａ
Ｔ
Ｍ｣

と
い
う
。)

に
挿
入
し
暗
証
番
号
を
入
力
し
、
利
用
限
度
額
内
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
金
銭
の
貸
し
出
し
を
受
け
、
そ
の

後
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
金
銭
を
返
還
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て
い
る
。

窓
口
受
付
で
人
と
直
接
関
係
し
な
く
て
も
よ
い
こ
の
無
人
契
約
機
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
悪
用
し
た
カ
ー
ド
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る

(

１)

。
他
人
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
用
い
て
無
人
契
約
機
か
ら
ロ
ー
ン
カ
ー
ド

を
不
正
取
得
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
事
案
が
問
題
と
な
っ
た
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法

廷
決
定
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
一
連
の
行
為
と
し
て
行
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わ
れ
て
い
た
消
費
者
金
融
会
社
の
融
資
手
続
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
不
正
入
手
行
為
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
引

出
行
為
と
の
関
係
を
刑
法
上
、
一
個
の
行
為
と
み
る
か
、
二
個
の
行
為
と
み
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
を
素
材
と
し
て
事
実
の
概
要
と
決
定
要
旨
を
紹
介

し
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
他
の
判
例
及
び
学
説
に
つ
い
て
考
察
・
検
討
を
し
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

二

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
犯
罪
の
問
題
点

一
�
事
実
の
概
要

他
人
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
用
い
て
無
人
契
約
機
か
ら
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
不
正
取
得
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引

き
出
し
た
事
案
が
問
題
と
な
っ
た
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
の
第
一
審
及
び
第
二
審
が
認
定
し
た
事
実
の
概
要
は
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

被
告
人
Ｏ
は
、
①
平
成
一
二
年
四
月
二
六
日
午
後
一
時
三
〇
分
こ
ろ
、
群
馬
県
館
林
市
内
の
第
一
小
学
校
工
事
関
係
者
臨
時
駐
車
場
に

お
い
て
、
Ｔ
所
有
の
普
通
乗
用
自
動
車
一
台

(

時
価
約
二
〇
万
円
相
当)

を
窃
取
し
た
。

②
平
成
一
二
年
四
月
二
七
日
午
後
四
時
三
〇
分
こ
ろ
、
群
馬
県
太
田
市
内
の
宝
石
店

｢

ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
イ
ヌ
マ｣

に
お
い
て
、
窃
取
し

た
Ｔ
名
義
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
に
よ
り
ネ
ッ
ク
レ
ス
一
本
外
一
点

(

価
格
合
計
一
七
万
六
〇
〇
〇
円
相

当)

を
詐
取
し
た
。

③
平
成
一
二
年
四
月
二
八
日
こ
ろ
、
埼
玉
県
大
里
郡
妻
沼
町
内
の
空
き
地
に
お
い
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
二
枚

(

価
格
合
計
一
四
八
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〇
円
相
当)

を
窃
取
し
た
。

④
平
成
一
二
年
五
月
五
日
午
後
五
時
三
〇
分
こ
ろ
、
栃
木
県
足
利
市
内
の
家
電
販
売
店

｢

コ
ジ
マ
足
利
店｣

に
お
い
て
、
窃
取
し
た
Ｔ

名
義
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
台
外
一
点

(

価
格
合
計
一
三
万
四
〇
〇

〇
円
相
当)
を
詐
取
し
た
。

⑤
平
成
一
二
年
五
月
九
日
午
後
三
時
こ
ろ
、
群
馬
県
館
林
市
内
の
金
融
会
社

｢

ア
コ
ム
館
林
イ
ン
タ
ー
通
り
む
じ
ん
く
ん
コ
ー
ナ
ー｣

に
お
い
て
、
窃
取
し
た
Ｔ
名
義
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
利
用
し
て
、
同
社
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
い
る
係
員
を
欺
き
、
他
人
名
義
で
同

社
と
基
本
契
約
を
締
結
し
た
上
、
同
係
員
か
ら
五
〇
万
円
を
利
用
限
度
額
と
す
る
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
詐
取
し
た
。

⑥
同
月
同
日
午
後
四
時
五
分
こ
ろ
、
同
所
の
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
さ
れ
た
無
人
契
約
機
で
、
同
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
約

五
分
後
に
、
同
カ
ー
ド
を
同
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
に
挿
入
し
、
同
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
限
度

額
を
一
〇
〇
万
円
に
変
更
す
る
操
作
を
し
た
後
、
同
機
か
ら
現
金
二
〇
万
円
を
窃
取
し
た
。

⑦
平
成
一
二
年
五
月
一
〇
日
午
前
〇
時
二
一
分
こ
ろ
、
群
馬
県
太
田
市
内
の
金
融
会
社

｢

ア
コ
ム
太
田
支
店｣

に
お
い
て
、
同
カ
ー
ド

を
同
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
に
挿
入
し
、
同
機
か
ら
現
金
八
〇
万
円
を
窃
取
し
た
。

⑧
平
成
一
二
年
五
月
一
三
日
午
後
〇
時
三
〇
分
こ
ろ
、
群
馬
県
太
田
市
内
の
金
融
会
社｢

レ
イ
ク
太
田
支
店
ひ
と
り
で
で
き
太
コ
ー
ナ
ー｣

に
お
い
て
、
窃
取
し
た
Ｔ
名
義
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
利
用
し
て
、
同
社
セ
ン
タ
ー
に
い
る
係
員
を
欺
き
、
他
人
名
義
で
同
社
と
基
本

契
約
を
締
結
し
た
上
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
詐
取
し
た
。

⑨
同
月
同
日
の
同
時
間
こ
ろ
、
同
カ
ー
ド
を
同
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
に
挿
入
し
、
同
機
か
ら
現

金
二
〇
万
円
を
窃
取
し
た
。

⑩
平
成
一
二
年
五
月
一
五
日
午
後
三
時
五
〇
分
こ
ろ
、
栃
木
県
足
利
市
内
の
金
融
会
社

｢

武
富
士
足
利
支
店｣

に
お
い
て
、
窃
取
し
た
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Ｔ
名
義
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
利
用
し
て
、
同
店
従
業
員
を
欺
い
て
現
金
五
〇
万
円
及
び
武
富
士
エ
ン
カ
ー
ド
を
詐
取
し
た
。

本
件
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
⑤
と
⑥
の
事
実
関
係
で
あ
る
。

な
お
、
累
犯
前
科
と
し
て
、
昭
和
五
九
年
三
月
か
ら
平
成
九
年
六
月
ま
で
の
間
に
五
回
に
わ
た
り
懲
役
刑
を
言
渡
さ
れ
た
。
平
成
六
年

一
一
月
三
〇
日
東
京
地
裁
に
お
い
て
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
の
罪
に
よ
り
懲
役
一
年
四
月
に
処
せ
ら
れ
。
平
成
九
年
六
月
二
〇
日
前
橋

地
裁
太
田
支
部
に
お
い
て
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
、
窃
盗
、
有
印
私
文
書
偽
造
、
同
行
使
、
詐
欺
の
各
罪
に
よ
り
懲
役
二
年
六
月
に
処

せ
ら
れ
、
平
成
一
二
年
一
月
六
日
に
刑
の
執
行
を
受
け
終
わ
っ
た
。

第
一
審
判
決

(

前
橋
地
裁
太
田
支
判
平
成
一
三
年
三
月
二
三
日)

は
、
係
員
は
各
支
店
で
の
借
り
入
れ
と
自
動
契
約
コ
ー
ナ
ー
に
お
け

る
無
人
借
り
入
れ
の
申
し
込
み
業
務
の
み
を
担
当
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
む
じ
ん
く
ん
コ
ー
ナ
ー
の
現
金
自
動
入
出
機
内
の
現
金
を
交

付
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
、
し
た
が
っ
て
被
告
人
が
現
金
を
引
き
出
し
た
行
為
に
は
窃
盗
罪
が
成
立
し
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐

取
と
現
金
の
引
き
出
し
行
為
の
間
に
利
用
限
度
額
拡
大
の
手
続
が
介
在
し
た
の
で
一
罪
で
あ
る
と
の
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
併
合
罪
と

し
、
被
告
人
を
懲
役
三
年
に
処
し
た
。

第
二
審
判
決

(

東
京
高
判
平
成
一
三
年
七
月
一
七
日)

も
、
一
連
の
行
為
に
よ
っ
て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
と
現
金
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
併
合
罪
と
し
た
一
審
判
決
は
誤
っ
て
い
る
と
の
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
、
さ
ら
に
限
度

額
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
自
ら
現
金
自
動
入
出
機
を
操
作
し
て
同
支
店
長
管
理
の
現
金
を
引
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
一
審
判
決
の
判
断
を
正
当
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
人
は
、｢

…
…
被
告
人
は
、
カ
ー
ド
作
成
の
際
に
、
そ
の
手
続
に
よ
っ
て
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
同
時
に
現
金

二
〇
万
円
を
借
り
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
、
被
告
人
の
主
観
的
態
度
を
前
提
と
す
る
と
カ
ー
ド
の
詐
欺
と
二
〇
万
円
の
引
き
出
し

が
別
罪
を
構
成
す
る
こ
と
は
到
底
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
被
告
人
は
、
一
個
の
詐
欺
を
行
う
意
志
で
行
動
し
て
お
り
、
…
…
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詐
欺
の
一
罪
で
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ

(

る)｣

と
の
趣
旨
及
び
量
刑
不
当
等
の
趣
旨
に
よ
り
上
告
し
た
。

二
�
決
定
要
旨
と
問
題
点

最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
は

(

２)

、
上
告
を
棄
却
し
、
上
記
の
⑤
と
⑥
の
事
実
関
係
の
詐
欺
と
窃
盗
事
件
に
つ
い
て

職
権
で
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、｢

一

同
社
と
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
基
本
契
約

(

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
借
入
条
件
等

が
定
め
ら
れ
た
も
の
。)
を
締
結
し
て
、
同
社
か
ら
融
資
用
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
カ
ー
ド

(

以
下

『

ロ
ー
ン
カ
ー
ド』

と
い
う
。)

を
交
付
さ
れ

た
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
者
は
、
同
カ
ー
ド
を
同
社
の
各
店
舗
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
に
挿
入
し
て
同
機
を
操
作
す
る
方
法
に
よ

り
、
契
約
極
度
額
の
範
囲
内
で
何
回
で
も
繰
り
返
し
金
員
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
権
利
を
有
す
る
。
一
方
、
同
社
は
、
同

契
約
者
が
上
記
の
よ
う
な
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
同
契
約
者
に
対
し
金
員
を
貸
し
付
け
る
義
務
を
負
わ
な
い
。｣

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
機
能
に
つ
い
て
、｢

二

同
社
発
行
に
係
る
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
所
持
人
が
、
同
社
の
各
店
舗
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自

動
入
出
機
に
同
カ
ー
ド
を
挿
入
し
、
暗
証
番
号
を
正
し
く
入
力
し
た
と
き
に
は
、
た
と
え
そ
の
者
が
同
カ
ー
ド
の
正
当
な
所
持
人
で
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
現
金
自
動
入
出
機
に
よ
り
、
自
動
的
に
貸
付
金
相
当
額
の
現
金
が
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。｣

そ
し
て
、｢

上
記
の
よ
う
な
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
の
法
的
性
質
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
、
機
能
及
び
財
物
性
な
ど
に
か
ん
が
み

る
と
、
同
社
係
員
を
欺
い
て
同
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
る
行
為
と
、
同
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
行
為

は
、
社
会
通
念
上
別
個
の
行
為
類
型
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
上
記
基
本
契
約
の
締
結
及
び
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
交
付

を
担
当
し
た
同
社
係
員
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
、
上
記
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
内
の
現
金
を
被

告
人
に
対
し
て
交
付
す
る
と
い
う
処
分
行
為
を
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
被
告
人
は
、
上
記
二
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
重
要
な
財
物
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で
あ
る
同
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
上
、
同
カ
ー
ド
を
現
金
自
動
入
出
機
に
挿
入
し
、
自
ら
同
機
を
操
作
し
作
動
さ
せ
て
現
金
を
引
き
出

し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
に
対
し
、
同
社
係
員
を
欺
い
て
同
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
た
点
に
つ
き
詐
欺
罪
の
成
立

を
認
め
る
と
と
も
に
、
同
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
点
に
つ
き
窃
盗
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決

の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
。｣

と
し
た
。

こ
こ
で
法
的
に
問
題
と
な
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
そ
れ
自
体
の
財
物
性
が
問
題
と
な
り
、
そ
の
ロ
ー
ン

カ
ー
ド
を
不
正
取
得
し
た
だ
け
で
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
か
。
第
二
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
行
為
に
対
し
て
窃
盗
罪
が
成
立

す
る
か
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
以
上
の
成
立
が
可
能
と
な
る
な
ら
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐
取
と
現
金
の
窃
盗
と
の
罪
数
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
以
下
、
章
を
改
め
て
順
次
検
討
す
る
。

三

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
財
物
性
と
詐
欺
罪

消
費
者
金
融
に
お
い
て
、
無
人
契
約
機
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
消
費
者
金
融
会
社
で
こ
の
無

人
契
約
機
に
よ
っ
て
交
付
を
受
け
た
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
正
当
な
権
限
を
有
す
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、
こ
の
所
持
者
は
利
用

限
度
額
内
で
何
時
で
も
何
処
で
も
何
回
で
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
金
銭
の
貸
し
出
し
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
そ
れ
自
体
に
財
産
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
不
正
取
得
し
た
だ
け
で
詐
欺
罪
の
成
立
の
可
能
性
が
問
題
と

な
る
。

最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
は
、｢

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
者
は
、
同
カ
ー
ド
を
同
社
の
各
店
舗
に
設
置
さ
れ
た
現
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金
自
動
入
出
機
に
挿
入
し
て
同
機
を
操
作
す
る
方
法
に
よ
り
、
契
約
極
度
額
の
範
囲
内
で
何
回
で
も
繰
り
返
し
金
員
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
権
利
を
有
す
る
。｣

と
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
し
て
、｢

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
所
持
人
が
、

同
社
の
各
店
舗
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
に
同
カ
ー
ド
を
挿
入
し
、
暗
証
番
号
を
正
し
く
入
力
し
た
と
き
に
は
、
た
と
え
そ
の
者

が
同
カ
ー
ド
の
正
当
な
所
持
人
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
現
金
自
動
入
出
機
に
よ
り
、
自
動
的
に
貸
付
金
相
当
額
の
現
金
が
交
付
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。｣

と
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
そ
れ
自
体
の
財
産
的
価
値
を
認
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
基
本
契
約
を
締
結
し
て
い
れ
ば
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
所

持
者
は

(

正
当
な
権
限
を
有
す
る
か
否
か
に
関
係
な
く)

、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
挿
入
し
て
暗
証
番
号
等
を
入
力
す
れ
ば
、
利
用

限
度
額
の
範
囲
内
で
、
何
時
で
も
何
処
で
も
何
回
で
も
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
金
銭
の
貸
し
出
し
を
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
ロ
ー

ン
カ
ー
ド
は
、
利
用
限
度
額
の
範
囲
内
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
経
済
的
利
益
・
地
位
を
事
実
上
表
彰
し
て
お
り
、
経
済
的
に
重
要
な
価
値

の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る

(
３)

。

こ
の
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
は
、
い
わ
ゆ
る
無
人
契
約
機
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
完
全
に
機
械
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

当
該
係
員
が
送
付
さ
れ
て
き
た
自
動
車
運
転
免
許
証
等
の
証
明
書
類
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
情
報
を
確
認
す
る
な
ど
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
件
で
は
、
他
人
の
自
動
車
運
転
免
許
証
を
用
い
て
、
係
員
を
欺
い
て
こ
の
財
産
的
価
値
の
あ
る
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
お
り
、
一
項
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
価
値
の
あ
る
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
詐

取
さ
れ
た
時
点
で
、
詐
欺
罪
の
既
遂
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る

(

４)

。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
被
害
者
に
よ
る
債
務
の
負
担
で
あ
り
、
一
項
詐
欺
罪
よ
り
む
し
ろ
二
項
詐
欺
罪
と
し

て
処
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
よ
う
に
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
と
い
う
財
物
の
移
転
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
お
よ
そ
利
益
の
移
転
が
観
念
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
常
に
二
項
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
形
式
的
な
議
論
で
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あ
り
、
財
物
と
財
産
上
の
利
益
と
の
区
別
に
よ
り
一
項
詐
欺
罪
と
二
項
詐
欺
罪
と
を
区
別
す
る
実
益
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

(

５)

。

四

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
引
出
行
為
と
窃
盗
罪

一
�
下
級
審
判
例
の
動
向

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
不
正
取
得
し
た
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
用
い
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
行
為
と
の
関
係
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
不
正
取
得
し
た
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
用
い
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
た
め
、
現
金
引
出
行
為
を
詐
欺
罪
と
し
て

評
価
す
る
か

(

詐
欺
一
罪
説)

、
詐
欺
罪
と
は
別
個
に
窃
盗
罪
と
し
て
評
価
す
る
か

(

詐
欺
・
窃
盗
二
罪
説)

が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
判
例
は
、
詐
欺
一
罪
説
と
詐
欺
・
窃
盗
二
罪
説
と
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
。
詐
欺
一
罪
説
を
と
る
判
例
と
し
て

は
、
①
東
京
地
判
平
成
三
年
九
月
二
七
日

(
公
刊
物
未
掲
載

(

６))

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
消
費
者
金
融
会
社
の
係
員
を
騙
し
て
、
借
入
限
度
額

を
三
〇
万
円
と
す
る
他
人
名
義
の
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
一
枚
の
交
付
を
受
け
、
直
ち
に
、
同
カ
ー
ド
を
用
い
て
同
店
設
置
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金

三
〇
万
円
を
引
き
出
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ー
ド
の
発
行
か
ら
被
告
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
の
カ
ー
ド
の
挿
入
、
こ
れ

に
よ
る
現
金
三
〇
万
円
の
受
領
と
い
う

｢

一
連
の
行
為
の
流
れ
は
、
被
告
人
の
欺
罔
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
武
富
士
側
の

『

錯
誤』

に
基

づ
き
い
わ
ば
必
然
的
に
生
起
し
た
因
果
経
過
で
あ
っ
て
、
店
員
が
錯
誤
に
基
づ
い
て
そ
の
場
で
直
ち
に
現
金
三
〇
万
円
を
交
付
す
る
こ
と

と
事
実
的
に
は
何
等
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
一
連
の
行
為
の
流
れ
は
、
全
体
と
し
て
、
錯
誤
に
よ
っ
て
現
金
三
〇
万
円
を
交
付

し
た
行
為
と
法
的
に
も
評
価
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。｣

と
判
示
し
て
、
詐
欺
罪
の
一
罪
を
認
め
た
。

ま
た
、
②
東
京
地
裁
八
王
子
支
判
昭
和
五
九
年
五
月
三
一
日

(

公
刊
物
未
掲
載

(
７))

も
同
様
の
事
案
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
は
、
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｢

金
融
業
者
か
ら
借
入
名
下
に
金
員
を
騙
取
し
よ
う
と
企
て｣

、
東
京
都
内
の
消
費
者
金
融
会
社
国
分
寺
支
店
に
お
い
て
店
員
に
対
し
て
、

他
人
名
義
の
金
銭
消
費
貸
借
基
本
契
約
書
等
を
偽
造
・
行
使
し
、
約
定
ど
お
り
に
返
済
を
受
け
る
も
の
と
誤
信
さ
せ
、｢

よ
つ
て
同
人

(

右
店
員
・
筆
者
注)

に
同
所
所
定
の
キ
ヤ
ッ
シ
ン
グ
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
同
社
設
置
に
か
か
る
現
金
自
動
貸
付
機
か
ら
現
金
を
引
き

出
す
こ
と
を
承
諾
さ
せ
、
右
キ
ヤ
ッ
シ
ン
グ
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
、
同
日
、
同
所
に
お
い
て
、
現
金
三
〇
万
を
、
同
都
豊
島
区
内
の
同

社
池
袋
西
口
支
店
に
お
い
て
、
現
金
二
〇
万
円
を
各
引
き
出
し
、
こ
れ
を
騙
取
し
た
も
の
で
あ
る｣

と
判
示
し
、
詐
欺
一
罪
を
認
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
詐
欺
・
窃
盗
二
罪
説
を
と
る
判
例
と
し
て
、
③
名
古
屋
地
判
平
成
六
年
七
月
一
五
日

(

公
刊
物
未
掲
載

(

８))

が
あ
る
。

こ
れ
は
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐
取
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
が
包
括
し
て
一
個
の
詐
欺
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
に
つ
い
て
消
費
者
金
融
会
社
の
係
員
ら
が
、｢

被
告
人
の
現
金
引
出
し
に
際
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
被
告
人
に
現
金
自
動
入
出
機
の
使
用
方
法
を
説
明
し
、
引
き
出
し
た
現
金
を
被
告
人
が
バ
ッ
ク
に
し
ま
う
の
を
見
て
い
た
各
行

為
に
つ
い
て
、
右
両
名
が
現
金
に
つ
い
て
何
ら
か
の
処
分
を
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
と
は
、
…
…
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
被
告
人
に
よ

る
右
現
金
の
引
出
行
為
に
つ
い
て
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
。｣

と
判
示
し
た
。

ま
た
、
詐
欺
・
窃
盗
二
罪
説
を
と
る
判
例
と
し
て
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
の
第
一
審
判
決
と
第
二
審
判
決
が

あ
る
。
第
一
審
判
決
で
あ
る
④
前
橋
地
裁
太
田
支
判
平
成
一
三
年
三
月
二
三
日

(

刑
集
五
六
巻
二
号
七
七
頁)

は
、
係
員
は
各
支
店
で
の

借
り
入
れ
と
自
動
契
約
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
無
人
借
り
入
れ
の
申
し
込
み
業
務
の
み
を
担
当
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
同
コ
ー
ナ
ー
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
内
の
現
金
を
交
付
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
、
し
た
が
っ
て
被
告
人
が
現
金
を
引
き
出
し
た
行
為
に
は
窃
盗
罪
が
成
立
す
る

と
し
、
詐
欺
一
罪
で
あ
る
と
の
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
併
合
罪
と
し
た
。

第
二
審
判
決
で
あ
る
⑤
東
京
高
判
平
成
一
三
年
七
月
一
七
日

(

刑
集
五
六
巻
二
号
八
二
頁)

も
、
一
連
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
被
告
人

の
主
張
を
斥
け
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
、
さ
ら
に
限
度
額
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
自
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
同
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支
店
長
管
理
の
現
金
を
引
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
一
審
判
決
の
判
断
を
正
当
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
下
級
審
の
判
例
は
、
詐
欺
一
罪
説
と
詐
欺
・
窃
盗
二
罪
説
と
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
最
高
裁
平
成
一
四
年
二

月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
は
、｢

…
…
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
契
約
の
法
的
性
質
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
、
機
能
及
び
財
物
性
な
ど
に
か

ん
が
み
る
と
、
同
社
係
員
を
欺
い
て
同
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
る
行
為
と
、
同
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を
引
き
出

す
行
為
は
、
社
会
通
念
上
別
個
の
行
為
類
型
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
上
記
基
本
契
約
の
締
結
及
び
ロ
ー
ン
カ
ー
ド

の
交
付
を
担
当
し
た
同
社
係
員
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
、
上
記
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
内
の
現

金
を
被
告
人
に
対
し
て
交
付
す
る
と
い
う
処
分
行
為
を
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ｣

な
い
と
し
て
、
詐
欺
罪
の
成
立
と
窃
盗
罪
の
成
立
を

認
め
た
原
判
決
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
判
示
し
て
、
詐
欺
・
窃
盗
二
罪
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
�
詐
欺
一
罪
説
の
検
討

詐
欺
一
罪
説
に
立
つ
理
論
的
根
拠
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
に
、
カ
ー
ド
の
交
付
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の

引
出
行
為
ま
で
の
一
連
の
行
為
は
、
必
然
的
に
発
生
し
た
因
果
の
過
程
で
あ
り
、
社
会
的
事
実
と
し
て
は
一
個
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。
第

二
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
は
、
客
観
的
に
も
当
事
者
の
主
観
に
お
い
て
も
、
係
員
に
よ
る
現
金
交
付
行
為
の
代
替
で
あ
り
、

同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
犯
人
が
カ
ー
ド
交
付
を
受
け
た
直
後
に
、
カ
ー
ド
交
付
し
た
係
員
の
面
前
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金

を
引
き
出
し
た
場
合
や
、
本
件
の
よ
う
に
、
犯
人
の
傍
で
係
員
が
操
作
方
法
を
指
導
し
た
場
合
等
は
、
係
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
の
手
足
と

し
て
用
い
て
現
金
を
交
付
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
詐
欺
一
罪
説
は
、
カ
ー
ド
入
手
行
為

(

係
員
を
欺
い
て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
る
行
為)

と
現
金
引
出
行
為

(

交
付

さ
せ
た
カ
ー
ド
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
挿
入
し
て
現
金
を
引
き
出
す
行
為)

の
一
体
性
・
連
続
性
を
強
調
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
を
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係
員
に
よ
る
交
付
行
為
と
同
視
で
き
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
詐
欺
一
罪
説
の
検
証
を
試
み
る
。
詐
欺
一
罪
説
に
立
つ
理
論
的
根
拠
は
、
第
一
に
、
カ
ー
ド
入
手
行
為
と
現
金
引
出
行
為
は
、

必
然
的
に
発
生
し
た
因
果
の
過
程
で
あ
り
、
社
会
的
事
実
と
し
て
は
一
個
の
も
の
と
解
す
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
経
済
的
に
重

要
な
価
値
の
あ
る
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
詐
取
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詐
欺
罪
の
既
遂
と
な
ら
な
い
の
は
妥
当
で

は
な
く

(

９)

、
カ
ー
ド
入
手
行
為
自
体
を
重
要
な
社
会
的
行
為
と
し
て
評
価
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
る

(

�)

。

さ
ら
に
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
と
し
て
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手
後
相
当
期
間
を
経
て
現
金
を
引
き
出
す
場
合
、
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
た
店
と
は
別
の
店
で
現
金
を
引
き
出
す
場
合
、
ま
た
、
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
日
は
利
用
限
度
額
一
杯
の
現
金
を
引
き
出
さ
ず
、

後
日
別
の
店
で
さ
ら
に
現
金
を
引
き
出
す
場
合
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
社
会
通
念
上
一
個
の
行
為
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と

い
う
批
判
が
あ
る

(

�)

。

第
二
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
は
、
係
員
に
よ
る
現
金
交
付
行
為
の
代
替
で
あ
り
、
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
詐
欺

一
罪
説
は
解
す
る
。
し
か
し
、
当
該
係
員
は
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
交
付
時
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
審
査
・
発
行
に
つ
い
て
の
権
限
を

有
す
る
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
内
に
あ
る
現
金
に
つ
い
て
の
処
分
権
限
は
な
い
と
考
え
る
ベ
き
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
批
判
が
あ
る

(

�)(

�)

。
ま
た
、
最
高
裁

平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
も

｢

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
交
付
を
担
当
し
た
同
社
係
員
は
、
…
…
無
人
契
約
機
コ
ー
ナ
ー
内
に
設

置
さ
れ
た
現
金
自
動
入
出
機
内
の
現
金
を
被
告
人
に
対
し
て
交
付
す
る
と
い
う
処
分
行
為
を
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ｣

な
い
と
し
て
、

当
該
係
員
の
処
分
権
限
を
否
定
し
て
い
る
。

確
か
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
シ
ス
テ
ム
が
、
か
つ
て
の
店
舗
窓
口
で
係
員
が
行
っ
た
作
業
に
代
替
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
今
や
、
融
資
手

続
を
分
断
す
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
以
上
、
犯
人
自
身
が
行
っ
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
を
ロ
ー
ン
カ
ー
ド

交
付
し
た
当
該
係
員
に
よ
る
処
分
行
為
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

(
�)

。
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さ
ら
に
こ
の
処
分
権
限
を
必
要
と
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
第
三
の
、
犯
人
が
カ
ー
ド
交
付
を
受
け
た
直
後
に
、
カ
ー
ド
交
付
し
た
係

員
の
面
前
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
を
引
き
出
し
た
場
合
で
も
、
た
だ
ち
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
内
の
現
金
に
対
す
る
当
該
係
員
の
財
産
的
処
分
に
つ
な

が
る
わ
け
で
な
い
。
ま
た
、
本
件
の
よ
う
に
、
犯
人
の
傍
で
係
員
が
操
作
方
法
を
指
導
し
た
場
合
で
も
、
外
形
上
の
黙
認
を
も
っ
て
任
意

の
交
付

(
財
産
的
処
分)

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

(

�)

。

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
犯
人
自
身
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
交
付
し
た

係
員
の
処
分
行
為
を
認
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ
り
、
一
種
の
擬
制
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う

(

�)

。
し
た
が
っ
て
、
カ
ー
ド
入
手
行
為
と

現
金
引
出
行
為
は
社
会
通
念
上
別
個
の
行
為
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
刑
事
法
的
評
価
を
受
け
る
べ
き
行
為
類
型
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
処
分
行
為
に
基
づ
か
な
い
本
件
の
現
金
引
出
行
為
は
、
権
利
者
の
意
思
に
反
し
た
財
産
的
侵
害
で
あ
り
、
ロ
ー
ン

カ
ー
ド
の
詐
取
行
為
と
は
別
個
に
窃
盗
罪
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

詐
欺
罪
と
窃
盗
罪
の
罪
数
関
係

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手
行
為
に
対
し
て
は
詐
欺
罪
が
成
立
し
、
現
金
引
出
行
為
に
対
し
て
は
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
両
者
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
る
。
両
者
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
は
大
別
す
れ
ば
、
①
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手

行
為
つ
い
て
の
詐
欺
罪
と
現
金
引
出
行
為
に
つ
い
て
の
窃
盗
罪
の
併
合
罪
と
す
る
も
の
、
②
両
罪
の
け
ん
連
犯
と
す
る
も
の
、
③
両
罪
の

包
括
一
罪
と
す
る
も
の
、
④
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手
行
為
つ
い
て
の
詐
欺
罪
の
み
で
現
金
引
出
行
為
に
つ
い
て
は
不
可
罰
的
事
後
行
為
と
す

る
も
の
等
が
考
え
ら
れ
る

(

�)

。
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本
件
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
前
橋
地
裁
太
田
支
判
平
成
一
三
年
三
月
二
三
日
は
、｢

融
資
用
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
カ
ー
ド
の
詐
取
に
よ
る
詐

欺
罪
と
同
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
の
現
金
の
引
き
出
し
に
よ
る
窃
盗
罪
は
併
合
罪
と
な
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
、
そ
の
中
間
に
利

用
限
度
額
の
拡
大
手
続
が
介
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
両
罪
が
一
罪
と
な
る
理
由
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。｣

と
判
示
し
、
両
罪

は
併
合
罪
の
関
係
と
な
る
と
し
た
。
第
二
審
判
決
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
一
三
年
七
月
一
七
日
も
、
一
連
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
被
告
人

の
主
張
を
斥
け
、
同
趣
旨
で
併
合
罪
を
認
め
、
そ
し
て
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
は
、
原
判
決
の
判
断
は
正
当
で

あ
る
、
と
判
示
し
た
。

学
説
に
お
い
て
は
、｢
両
者
の
関
係
は
併
合
罪
で
あ
る
と
し
た
最
高
裁
の
判
断
は
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た｣ (

�)

と
併
合
罪
説
を
支
持
す
る

も
の
が
多
い

(

�)

。
し
か
し
、｢
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
詐
欺
罪
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
し
に
よ
る
窃
盗
罪
の
事
実
を
認
め
た
上

で
…
…
実
質
的
な
法
益
の
一
体
性
に
鑑
み
、
両
者
を
包
括
し
て
重
い
犯
罪

(

窃
盗
罪)

で
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う｣ (

�)

と
混
合
的

包
括
一
罪
説

(

�)

を
と
る
見
解
が
あ
る
。

こ
の
混
合
的
包
括
一
罪
説
に
対
し
て
、
包
括
一
罪

(

混
合
的
包
括
一
罪)

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
異
な
っ
た
両
罪
を
規
範
的
・
価
値

的
観
点
か
ら
実
質
的
に
判
断
し
て
、
一
回
の
刑
法
規
範
に
よ
る
違
法
評
価
に
服
せ
し
め
る
か
ど
う
か
に
あ
り
、｢

一
回
の
刑
法
規
範
に
よ

る
違
法
評
価
に
服
せ
し
め
る
か
ど
う
か
は
、
法
益
侵
害
行
為
の
時
間
的
、
場
所
的
近
接
性
、
所
為
計
画
に
お
け
る
両
法
益
侵
害
行
為
の
関

連
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
法
益
及
び
被
害
者
の
同
一
性
、
法
益
侵
害
の
違
法
評
価
に
お
け
る
包
摂
可
能
性
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
行
う
べ

き
で
あ
る｣

。
本
件
に
お
い
て
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手
行
為
と
現
金
引
出
行
為
に
つ
い
て
被
害
者
は
同
一
の
金
融
会
社
で
あ
る
が
、
ロ
ー

ン
カ
ー
ド
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
独
立
の
財
貨
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、｢

与

(

受)

信
極
度
額
内
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る
地

位
に
対
応
す
る
金
融
会
社
の
そ
の
負
担
と
し
て
の
損
害
と
現
実
の
貸
付
金
の
金
銭
の
占
有
自
体
の
侵
害
と
は
異
な
り
、
一
回
の
刑
法
規
範

に
よ
る
違
法
評
価
に
服
せ
し
め
、
包
括
一
罪

(

混
合
的
包
括
一
罪)

と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。｣

と
い
う
批
判
が
あ
る

(

�)

。
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こ
こ
で
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手
行
為
と
現
金
引
出
行
為
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
被
害
者
は
同
じ
消
費
者
金
融
会
社
で
あ
り
、
現
金
引

出
行
為
に
よ
り
新
た
な
法
益
侵
害
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
や
は
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
の
引
出
行
為
に
お
い
て
、
不

確
実
で
あ
っ
た
現
金
の
所
有
権
の
侵
害
を
確
定
的
な
も
の
と
す
る
、
新
た
な
法
益
侵
害
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(

�)

。
こ

の
意
味
で
、
一
回
の
刑
法
規
範
に
よ
る
違
法
評
価
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
包
括
一
罪

(

混
合
的
包
括
一
罪)

と
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
不
可
罰
的
事
後
行
為

(

共
罰
的
事
後
行
為)

も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る

(

�)

。
ゆ
え
に
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手

行
為
に
対
す
る
詐
欺
罪
と
現
金
引
出
行
為
に
対
す
る
窃
盗
罪
と
の
併
合
罪
と
解
す
る
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
は

妥
当
な
結
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

六

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
考
察
・
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
件
の
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
が
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
入
手
行
為

に
対
す
る
詐
欺
罪
と
現
金
引
出
行
為
に
対
す
る
窃
盗
罪
と
の
併
合
罪
と
判
示
し
た
の
は
、
妥
当
な
結
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

本
決
定
は
本
論
点
に
つ
い
て
最
高
裁
が
初
め
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
例
と
し
て
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

従
来
、
詐
欺
一
罪
と
し
て
処
断
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
詐
欺
罪
と
窃
盗
罪
の
二

罪
の
併
合
罪
と
し
て
重
く
処
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
店
舗
窓
口
で
係
員
に
よ
り
一
連
の
行
為
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
消
費
者
金
融
会
社
の
融
資
手
続
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
不
正
入
手
行

為
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
引
出
行
為
と
が
分
断
さ
れ
、
刑
法
的
評
価
と
し
て
は
、
二
個
の
行
為
と
解
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
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の
こ
と
は
店
舗
窓
口
で
人
と
直
接
関
係
し
な
く
て
も
よ
い
無
人
契
約
機
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
よ
り
、
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を

悪
用
す
る
犯
罪
へ
の
誘
因
が
高
ま
り
、
法
益
侵
害
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

[

注]

(

１)

高
�
秀
雄

｢

最
近
の
金
融
機
関
を
め
ぐ
る
犯
罪
動
向｣

金
融
法
務
事
情
一
二
七
五
号

(

一
九
九
一
年)

八
頁
参
照
。
そ
の
他
の
カ
ー
ド
犯
罪
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

カ
ー
ド
犯
罪
の
現
状
と
立
法｣

愛
知
産
業
大
学
短
期
大
学
紀
要
一
七
号

(

二
〇
〇
四
年)

所
収
予
定
参
照
。

(

２)

最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定

(

平
成
一
三
年

(

あ)

第
一
三
四
一
号
、
窃
盗
、
有
印
私
文
書
偽
造
、
同
行
使
、
詐
欺
被
告

事
件)

(

刑
集
五
六
巻
二
号
七
一
頁
、
判
例
時
報
一
七
七
七
号
一
五
九
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
八
五
号
一
九
六
頁)

。

(

３)

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
た
め
の
単
な
る
道
具
で
は
な
い
と
さ
れ
る

(

野
村
稔

｢

消
費
者
金
融
会
社
の
係
員
を
欺
い

て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
た
上
こ
れ
を
利
用
し
て
同
社
の
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
場
合
の
罪
責｣

判
例
時
報
一
八
三
七

号

(

二
〇
〇
四
年)

二
〇
七
頁
参
照)
。

(

４)

野
村
・
前
掲
論
文
注(

３)

二
〇
七
頁
、
高
�
・
前
掲
論
文
注(

１)

一
六
頁
注(

��)

参
照
。

(

５)

鎮
目
征
樹

｢

消
費
者
金
融
会
社
の
係
員
を
欺
い
て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
た
上
こ
れ
を
利
用
し
て
同
社
の
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を

引
き
出
し
た
場
合
の
罪
責｣

現
代
刑
事
法
四
八
号

(
二
〇
〇
三
年)

八
七
頁
。
同
旨
の
も
の
と
し
て
、
古
川
伸
彦

｢

簡
易
生
命
保
険
証
書
の
騙
取

と
詐
欺
罪
の
成
否｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
一
号

(

二
〇
〇
二
年)

一
七
二
頁
、
石
田
一
宏

｢

カ
ー
ド
を
騙
し
取
る
行
為
と
そ
の
カ
ー
ド
を
使
用
し

て
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
行
為｣

研
修
五
六
九
号

(

一
九
九
五
年)

八
七
頁
。
河
村
博

｢

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
た
詐
欺｣

研
修

四
四
〇
号

(

一
九
八
五
年)

六
四
頁
参
照
。

(

６)

本
江
威
憲
監
修

『

民
商
事
と
交
錯
す
る
経
済
犯
罪
Ⅱ』

(

立
花
書
房
・
一
九
九
五
年)

二
七
九
・
二
八
〇
頁
に
よ
る
。

(

７)

高
�
・
前
掲
論
文
注(

１)

一
三
頁
に
よ
る
。

(

８)

西
田
典
之

｢

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の
詐
取
と
そ
の
不
正
利
用
に
つ
い
て｣
研
修
六
二
一
号

(

二
〇
〇
〇
年)

一
〇
頁
に
よ
る
。

(

９)

野
村
・
前
掲
論
文
注(

３)

二
〇
七
頁
。
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(

��)

平
木
正
洋

｢

消
費
者
金
融
会
社
の
係
員
を
欺
い
て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
た
上
こ
れ
を
利
用
し
て
同
社
の
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を

引
き
出
し
た
場
合
の
罪
責｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
九
号

(

二
〇
〇
三
年)

一
三
五
頁
。

(
��)

平
木
・
前
掲
論
文
注(

��)

一
三
五
頁
。

(
��)
野
村
・
前
掲
論
文
注(

３)

二
〇
七
頁
。
同
旨
の
も
の
と
し
て
、
高
�
・
前
掲
論
文
注(

１)

一
三
頁
、
西
田
・
前
掲
論
文
注(

８)

一
一
頁
、

佐
久
間
修｢

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐
取
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
引
き
出
し
行
為
の
関
係｣

法
学
教
室
二
六
四
号(

二
〇
〇
二
年)

一
二
七
頁
、
平
木
・

前
掲
論
文
注(

��)

一
三
五
頁
、
林
美
月
子

｢

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐
取
と
現
金
窃
盗
の
成
否｣

『

平
成
一
四
年
度
重
要
判
例
解
説』

(

有
斐
閣
・
二

〇
〇
三
年)
一
四
九
・
一
五
〇
頁
、
内
山
良
雄

｢

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐
取
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
行
為
と
の
関
係｣

法
学
教
室
二
七
〇

号
別
冊
付
録
・
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
二

(

二
〇
〇
三
年)

三
四
頁
、
鎮
目
・
前
掲
論
文
注(

５)

八
五
・
八
六
頁
、
黒
川
弘
務

｢

消
費
者
金
融

会
社
の
係
員
を
欺
い
て
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
た
上
こ
れ
を
利
用
し
て
同
社
の
現
金
自
動
入
出
機
か
ら
現
金
を
引
き
出
し
た
場
合
の
罪
責｣

研
修
六
五
七
号

(

二
〇
〇
三
年)

二
三
頁
以
下
参
照
。

(

��)

さ
ら
に
、
こ
の
詐
欺
一
罪
説
に
よ
れ
ば
、
現
実
に
現
金
を
引
き
出
し
た
場
合
と
引
き
出
さ
な
い
場
合
と
で
は
財
産
権
侵
害
は
決
定
的
に
異
な
る

の
に
、
こ
の
点
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
問
題
を
残
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
る

(

内
山
・
前
掲
論
文
注(

��)

三
四
頁)

。

(

��)

佐
久
間
・
前
掲
論
文
注(

��)

一
二
七
頁
。

(

��)

佐
久
間
・
前
掲
論
文
注(

��)

一
二
七
頁
。

(

��)

西
田
・
前
掲
論
文
注(

８)

一
〇
頁
。

(

��)

高
�
・
前
掲
論
文
注(

１)

一
六
頁
注(

��)
参
照
。

(

�	)

鎮
目
・
前
掲
論
文
注(

５)

八
八
頁
。

(

�
)

野
村
・
前
掲
論
文
注(

３)

二
〇
九
頁
、
西
田
・
前
掲
論
文
注(

８)

一
一
頁
、
佐
久
間
・
前
掲
論
文
注(

��)

一
二
七
頁
、
平
木
・
前
掲
論
文

注(

��)

一
三
五
頁
、
内
山
・
前
掲
論
文
注(

��)

三
四
頁
、
黒
川
・
前
掲
論
文
注(

��)

二
五
頁
。

(

��)

林
・
前
掲
書
注(

��)

一
五
〇
頁
。

(

��)

近
時
、
判
例
上
、
数
個
の
犯
罪
が
成
立
し
、
異
な
る
罪
名
に
ま
た
が
り
数
個
の
法
益
侵
害
が
あ
る
場
合
に
、
具
体
的
妥
当
性
の
観
点
か
ら
一
個

の
処
罰
で
ま
か
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
混
合
的
包
括
一
罪
と
呼
ば
れ
て
い
る

(

前
田
雅
英

『

刑
法
総
論
講
義
第
三
版』

(

東
京

大
学
出
版
・
一
九
九
八
年)

四
七
七
頁
参
照)

。
こ
れ
を
認
め
た
判
例
と
し
て
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
判
平
成
三
年
七
月
一
八
日
・
判
例
時
報
一
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四
〇
三
号
一
二
五
頁
、
東
京
高
判
平
成
七
年
三
月
一
四
日
・
判
例
時
報
一
五
四
二
号
一
四
三
頁
等
が
あ
る
。

(

��)

野
村
・
前
掲
論
文
注(

３)

二
〇
九
頁
。

(
��)

鎮
目
・
前
掲
論
文
注(

５)

八
八
頁
。

(
��)
不
可
罰
的
事
後
行
為
の
成
立
限
界
と
し
て
、
主
行
為
と
事
後
行
為
と
に
、
①
手
段
＝
目
的
関
係
・
原
因
＝
結
果
関
係
が
あ
り
、
②
必
然
随
伴
性
・

通
常
随
伴
性
が
あ
り
、
③
事
後
行
為
に
新
た
な
法
益
侵
害
が
な
い
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る

(

阿
部
純
二

｢

不
可
罰
的
事
後
行
為｣

『

判
例
刑
法
研

究
第
四
巻』

(

有
斐
閣
・
一
九
八
一
年)

二
六
〇
頁
以
下
参
照)

。

(

��)

平
木
・
前
掲
論
文
注(

��)

一
三
五
頁
参
照
。
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